
９月２４日、好天のもと桜ヶ丘

保育園で大運動会が開催されまし

た。この日は、市長、議長、地元

市会議員なども駆けつけちびっ子            

たちの演技

に声援を送

っていまし

た。 
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一昨年９月から休止されていた乗合タクシー路線の宇楚井・原線と

奈良・秋塚線が今年度中にも復活し運行されることがハッキリし、市

議会民生福祉委員協議会にも報告されました。 
今年１０月からの運行開始をめざしていましたが、東日本大震災の

影響で使用するバス車両の確保が遅れていて、今年度中に車両が確保

できしだい運行開始する計画です。市のホームページには、奈良秋塚

線と宇楚井原線の時刻表も公表されています。 
乗合タクシー存続の市民運動と日本共産党・市議団が署名運動を展

開し、市長や議会に陳情書を提出してきました。 

 ９月議会に沼田民主商工会（千明博会長）および利根沼田左官工業

組合（新木勝巳組合長）が「住宅リフォーム助成制度の創設を求める

請願書」を、群馬県木造住宅産業協会利根沼田支部（徳江司郎支部長）

および群馬県建設業協会沼田支部（青柳剛支部長）、利根沼田建築相互

組合（坂庭直治組合長）が、同趣旨の「住宅リフォーム助成制度創設

を求める請願」をそれぞれ共同で提出していましたが、２７日に開催

された本会議において両請願とも「全会一致」で採択されました。 
 群馬県内ではすでに地域経済対策として時限的施策もふくめ、１０

市町村が実施しており、震災被害や耐震改修などにも活用されている

とともに、建築関連の中小業者に地元からの仕事が増え地域経済の活

性化につながっています。沼田市も請願の採択を受け前向きに実施に

ついて検討を始めています。    
日本共産党沼田市議団は、再三議会で取り上げ、 

星野市長に実施を要求してきました。 

 ９月２５日、障害者の人たち 
を中心に、車いすでも日常生活 
ができるまちづくりをめざして、 
車いすでも安心して走行できる 
道路かどうかを点検し、市など 
の行政に改善を求める活動を続 
けている第７回「ひまわり号街 
 

中探険」が実施されました。 
今回の点検は、利根歯科診療所前を出

発し、十王公園南側の城堀川沿いの市道

から１２０号国道へ出て、西に向かい中

央病院前の交差点を北に曲がり、県道上

発知材木町線の高橋場町三つ又信号交

差点を東に向かい利根歯科診療所まで

を点検しました。この行動には、井之川

博幸市議も参加しました。 

出発前集合写真 

道路標識と自動販売機の間が狭

く電動車いすが通れない 

井之川博幸市議 


